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中
市
税
は
府
私
た
ち
の
市
の
お
所
を
ま
か
な
う
蓬

要
な
財
源
で
す
。

市
の
昭
如
刊
閲
ト
八
年
皮
一
予
算
に
お
け
る
市
税

は
十
二
億
九
千
七
百
五
十
万
円
ほ
ど
で
、
歳
入

熱気がここもる税の申会類言炎、.....…市役所市炭水…んにて

予
採
の
一
二
十
一
二
%
安
占
め
、
こ
の
う
ち
市
災
税

は
六
億
八
千
百
八
十
万
円
、
間
関
定
資
途
税
一
一
一
億

八
千
五
百
六
十
万
阿
で
あ
れ
ソ
、
次
い
で
綴
市
計

一
郎
鋭
、
た
ば
こ
減
殺
制
伐
の
幅
械
に
な
っ
て
い
ま
す
。

」
れ
ら
の
市
税
は
老
人
医
療
奨
め
然
科
化
や

栄
治
保
護
な
ど
の
社
会
一
綴
後
・
し
聞
紙
や
ご
み
処

理
・
公
欄
間
・
下
水
滋
な
ど
の
環
境
整
備
e

ま
た

遂
路
舗
制
緩
や
教
育
総
紋
な
ど
の
建
設
巡
業
に
俊

わ
れ
て
い
ま
す
。

人
伐
の
急
増
に
よ
り
市
税
は
如
サ
キ
増
え
て
い

ま
す
が
そ
れ
を
上
磁
っ
て
、
中
市
民
の
み
な
さ
ん

の
た
め
に
行
な
わ
な
け
久
ば
な
ら
な
い
築
業
も

-
山
積
し
て
い
ま
す
a

市
同
同
級
ら
れ
た
時
間
嶋
慨
を
よ
号
叫
均
等
的
に
逐
周

し
、
最
大
の
効
悶
ポ
を
一
得
る
よ
う
努
力
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の

人
一
人
の
納
税
で
明

る
く
臨
時
旦
か
な
我
糸
子
市
を
築
き
上
げ
ま
し
ょ
う
。
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済
ん
で
い
な
い
方
は
お
竿
毘
に

毎JHお‘ 16日 発 行
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っ
て
お
り
ま
す
仲
間
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皐
悼
持
参
す
る
も
の

災
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、

続

得
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事

業
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ま
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殺

す

よ

う

お

緩

い

い

た

し

ま

す

。

険

制

蹴

附

明

帯

背

V
-療

品

開

制

帰

蜘

制

一

応

月

白

十

五

日

ま

①

線

機

枚

数

で

。

糊

制

限

内

に

ゆ

後

き

れ

ま

せ

警

察

、

端

部

隊

緩

め

縫

綿

密

ん
と
量
的
被
脇
陣
が
緩
め
ら
れ

U

U

Z

な

い

場

合

が

あ

れ

マ

ま

す

。

骨

常

…

総

書

ら

に

制

剤

一

段

後

の

主

菜

、

す

噌

…

時

吋

赤

字

削

@
O

K
納

税

に

も

い

ろ

い

ろ

隊

等

が

マ

一

様

ゐ

生

じ

ま

す

号

、

必

ず

期

限

内

同

一

ホ

討

に

申

鈴

し

て

く

ど

善

い

。

た

一

万

一

町

い

V
率
皆
様
e
q
後
出
し
な
H
H

れ

ば

れ

い

一

一

ぺ

な

ら

な

い

方

日

村

一

伽
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刊
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総
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釦

行
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殺
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市

に

往

み
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綴

税

関

作

嶋

一

献

で

級

制

施

一

十

八

年

中

に

所

得

が

あ

っ

た

方

。

ぃ

ト

ド

i
l
l
l
j
一
中
時
吋

{
た
だ
し
、
絞
殺
さ
ヵ
所
内

j
jリ
味
川
パ
:
一
間
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目
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語
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勤
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先
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今
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A
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A
v
e
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A
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A
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嘩
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A
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今
寺
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A
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今
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寺
今
今
止
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ゆ
告
+
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紳
脚
紙
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振
興
地
域
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臨
隅
訟
に

V
W臨
箆

制

期

間

後

村

山
げ
も
と
づ
き
各
陣
融
市
姦
言
葉
同
級
粉
額
十
九
年
二
月
十
八
日
今
淡
町
滞
納
詮
域
内
町
土
地
に
い
門

恥
会
、
意
向
潮
間
盗
、
後
進
協
議
か
ら
ぶ
例
月
二
十
日
ま
で
開
関
し
て
機
制
刊
を
ふ
哲
す
る
方
暗

付

金

お

よ
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関

係

機

関
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判

恥
締
法
務
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脳
出
荒
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が
で
き
曹
察
組
問
事
出
の
機
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制
剤
闘
関
随
時
議
市
中
出
-
警
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そ
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ゅ
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榊
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明

日
門
た
い
方
は
文
畿
で
州
市
篠
山
間
に
開
明
酎
刊
開
四
十
九
年
削
問
問
汀
附
悶
円
口
午

i
一
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五

…

判

伽

γ

異
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障
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総
帥
憎
め
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約
期
闘
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布
し
ま
山
内

料
我
孫
子
中
m役
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市

自
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ホ

ー

ル
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燦

刷
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線

波

紋
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有
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骨
+
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争
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争
令
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+
+
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マ
+
・
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争
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&
ヤ
令
令
ι
γ
+
ι
?
φ
+
ゃ
ι
γ
+
φ
h
?
h
v
-
ヤ
争
争
指
・

e

臨
用
組
持
続
的
措
叩
定
率
会
惑
を
制
慌
維
持

畿
に
柑
械
的
き
れ
た
方
法
申
告
の

必
酬
慨
が
あ
れ
ソ
ま
せ
ん
。
)

ま
た
、
総
務
畿
を
後
泌
す
る

と
き
は
手
引
奉
を
よ
〈
統
ん
で

ご
記
入
〈
だ
き
い
。
仲
出
所
・
氏

名
・
生
年
完
臼
・
生
命
保
険
制
竹

崎
間
脇
陣
・
扶
養
投
徐
械
を

r法、

あ
ら
か
ヒ
め
記
入
の
う
え
中
俊

樹
相
談
毒
れ
る
よ
う
お
緩
い
い
た

し
ま
す
a

住民税卵管積書糞 a事議後

月白 参 集 絡 先 主

市
W
師
陣
樹
探
崎
高
悼
記
徐

僻
撚
棚
附
へ
の
支
払
い
誌
開
明
議

A
W役
会
内
総
険
料
控
除
開

問
醐
保
税
、
附
欄
間
四
年
金
お
よ
び

農
業
品
刷
叫
ん
部
品
濫
に
つ
い
て
は
昭

和
四
十
八
年
ゃ
に
文
制
執
っ
た

領
奴
世
習
を
為
ち
か
じ
め
ご
刷
用

慾
し
て
〈
だ
さ
い
。

mw余
命
線
検
制
什
控
除

支
払
い
絞
測
機
ま
た
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透
緩

@
小
胡
縄
僻
脱
会
緩
共
済
導
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念
品
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例
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縁
関
に
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払
っ
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一
時
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共
被
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約 8月15aまで‘

め
叫
掛
け
金
お
よ
び
心
井
滋
答
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扶
養
共
岨
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に
も
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づ

く
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払
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金
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絞
線
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級
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が
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軸
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し
れ
が
れ
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開
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骨
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mw水
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務
総
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農
業
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鴻
動
機

+
車
検
ま
た
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納
税
滋
初
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土
地
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賦
線
柚
関
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ゃ
ん
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改
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遊
間
問
、
た
だ
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織
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い
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持
券
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鞠
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が
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ど
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次
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加
入
の
申
出
法

三
十
一
日
ま
で
で
す

明
治
三
十
九
年
間
関
同
月
二
円
悶
か

ら
明
治
問
問
十
間
四
年
間
関
同
月
一
日
ま

で
の
間
に
生
れ
た
人
で
、
附
円
M

民

館
小
金
疑
獄
一
為
一
持
、
十
年
年
金
に

そ
し
て
絞
殺
隊
十
五
年
に
鈎
か

れ
た
近
年
年
余
に
も
加
入
せ
ず
、

将
来
蜘
拠
出
制
酬
の
老
紛
惨
殺
に
総

び
つ
か
な
い
人
の
た
め
、
も

3

一
度
五
年
年
金
へ
の
総
入
的
機

会
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
a

柏崎入

を
品
叩
削
減
す
る
人
寸
、
ま
だ
申
し

出
を
し
て
い
な
い
だ
，
は
、
ゴ
‘
月

一
一
一
十
…
付
時
ま
で
に
市
役
所
年
金

同
町
ま
で
出
申
し
出
て
下
容
い
。

w
v
h
掛
入
で
き
る
人

mw
明
治
一
一
一
十
九
年
間
問
同
月
一
一
段

か
ら
明
治
問
十
問
問
年
限
月
…

悶
ま
で
に
生
れ
た
入
。

③
般
的
年
金
制
制
度
に
綴
入
し

て
い
な
い
こ

L
C
O

③
嵐
長
年
金
や
般
的
公
約
第

金
の
老
品
師
(
通
算
蕊
品
開
〉
あ

金
を
受
け
て
い
な
い
し
、
受

け
る
資
総
も
な
い
こ
と
。

V
品
開
険
料

保
険
料
は
‘
…
カ
同
月
九
(
U

O
m門
で
す
。
判
明
訓
刊
附
間
十
五
年

六
月
分
か
ら
初
入
内
申
し
出

円
前
月
ま
で
の
然
険
料
什
は
、

昭
如
刊
五
十
年
六
月
三
十
日
ま

で
に
約
め
総
入
申
し
出
以
後

的
係
険
料
竹
と
合
わ
せ
て
五
年

開
間
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
リ
ま
寸
。

wv
年
金
額

月
綴
八
、

0
0
0内
総
利

子
九
十
年
六
月
で
六
十
五
総
を

こ
え
る
人
H
H

昭
和
五
十
年
七

月
か
ら
支
給
さ
れ
、
昭
和
五

十
棒
む
月
以
降
に
ふ
ハ
十
五
歳

に
な
る
人
は
ふ
ハ
ト
五
歳
に
達

し
た
月
開
塑
月
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
u

者
齢
特
別
給
付
金
の
証
書
は

五
丹
上
旬
お
手
も
と
に

関
口
氏
年
血
税
制
制
僚
が
発
足
し
た

昭
一
椋
三
十
六
年
当
時
五
十
双
品
械

を
越
え
て
い
た
た
め
、
糊
開
山
山
鎖

的
災
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

が
で
撃
な
か
っ
た
方
々
に
昭
和

問
問
ト
九
年
一
月
分
か
ら
名
紛
符

同
時
給
付
金
が
支
払
開
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
受
給
由
民
筋
肉

あ
る
方
法
十
一
‘
同
月
中
に
手
続
き

を
す
ま
さ
紅
た
と
怠
い
ま
す
が
、

殺
総
資
的
協
が
品
リ
ま
だ
議
求
手

絞
き
を
し
て
い
な
い
方
辻
至
急

手
緩
き
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
統
齢
的
交
付
段
、
五

月
上
旬
町
子
訟
で
す
。

wv
浸
け
ら
れ
る
入

明
治
一
一
一
十
七
年
一
対
二
日
か

ら
続
協
伯
父
十
九
年
四
月
一
門
口

ま
℃
い
い
ゑ
れ
れ
ん
人

wv
支品鞘輔概

H

月
却
問
問
問
、
。
。
ハ
U
m
門

軍
支
給
制
剤
陪

問
削
品
刊
問
問
十
九
年
一
汚
か
ら
次

的
ど
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
ま

で
内
関
支
給
き
れ
ま
す
e

⑦
附
時
む

@

4

4

鮎
抑
制
崩
絞
年
余
円
受
給

時
期
殺
と
な
っ
た
と
き

。
円
日
本
同
問
M

刊
で
な
く
な
っ

た
と
き

な
お
、
他
的
年
金
制
緩
か
z
h

平
会
が
必
け
ら
れ
る
場
合
や
本

人
工
は
創
的
殺
、
時
間
業
義
務
者

に
一
定
新
以
上
的
所
得
が
あ
る

場
合
に
誌
、
者
畝
問
料
開
後
年
恥
常
的

場
合
と
間
関
持
略
的
法
準
じ
よ
り
交

品
加
が
止
め

h
れ
る
こ
と
に
牢
っ

て
い
ま
す
，
詳
し
く
は
開
問
即
時
年

在
地
時
ヘ
ヘ
滋
〉
八
，
一
!
?
ー
一
一
五

内
総
一
八
じ

幹締税のお願い婿

890 

今年;ま総定資産菱総lこ関するま支:iEi:会議室長究

立が遅れるJei語しですので、新記長絡によ

る課税務手話もj護れることとなり、縦覧期

総を緩幼いたします。

(注)土・ 8総院内最従事記は!f議中ですa

子存続究納にご協力くだ浮い

今月的出言語徴収i土、次めとお 9行ない

ますのでご利尽ください。(国民年金保

険料も取り扱u、いたします)

良普寺… 3fl29日 (金)

1f言言語:30-午後4: 00 

場所…終予暴努・義語祉センタ



入
札
日
・
品
開
描
噛

ぷ
月
八
時
午
後
一
持
一
ニ
十
分

か
ら
ぬ
係
子
市
中
央
公
開
民
語
障
で

行
い
ま
す
。

そ
の
他
係
閣
地
処
分
に
か
ん

す
る
奈
川
同
、
区
商
盤
浬
線
〈
八

一一
2555

二
一
五
こ
ま
で
洩
絡
〈

だ
き
い
。

保
留
捻
処
分

一
小
e

四
小
地
庶
一
の
毘
麓
の

種

ジ

フ

チ

リ

ア

接

謹

我主義子市役所 人祭事震

我孫子市我孫子1858

雲監繍0471(82) 1151 

( 3) 

鴻
鵠
一

究
募
一

人
急
一

嬬
緊
一

市
の
一

子

鴎

一

員

間

ト

党

4島

18歳で52，300内

他;こ言若手当あり

3月IIIヨまで

会 ま島 議長草 韓ジヲ器テ及リぴア

告書 4 小卒業兇重注 $持 4軽 3JH1日

君事 4 ，)、入学児童量 3115話 3月128

第 1，1、入学Z正当事量産党主主 3月6日 8月13自

一第 1 小入学空己主主 s月78I 3J'!l4喜

小
学
校
入
学
・
卒
業
閥
均
裁
に

措
班
点
湿
と
ジ
フ
テ
リ
ア
を
機
緩
い

た
し
ま
す
e

九
一
口
土
地
区
一
関
盤
謹
掲

3名

ワ
ク
チ
ン
入
前
判
的
総
会
に
よ

り
d

、
一
小
・
間
関
小
抽
崎
町
民
的
方
々

に
は
ぷ
巡
織
を
か
け
ま

L
た
が
、

次
的
関
酬
械
で
後
鐙
を
行
な
い
ま

す
の
ぜ
‘
同
柏
町
内
問
診
帯
慨
に
幻
出

入
し
て
会
場
へ
お
山
山
か
け
下
容

も。
抽
出
の
池
波
で
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
方
も
ご
将
殿
〈
ど
さ
い
。

時
燃
は
‘
い
ず
れ
の
会
場
も

午
後
ぷ
絡
か
ら
一
一
一
時
吋
ま
で
。

天
ヤ
ホ
ム
同
点
泌
氏
脳
間
肺
結
咽
揖
絡
先

的
中
ハ
阪
泌
を
三
月
八
日
午
後
一

時
吋
エ
…
十
分
か
ら
我
孫
子
市
中
市
対

公
制
民
航
路
で
、
第
十
問
土
地
公
兆

処
分
を
一
行
な
い
ま
す
。

4
n
践
の
方
淡

相
時
分
は
原
則
と
し
て
、
一
定

的
奴
滅
的
の
土
地
に
つ
い
て
一

級
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
行

な
い
ま
す
。

金
と
し
て
附
納
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
e

臨
海
爽
代
金
の
納
入

舟
知
開
封
代
金
は
、
土
地
世
間
関
粕
間

約
時
開
品
柘
の
白
か
ら
…
ぷ

1
日
以
内

に
金
額
抽
納
入
し
て
い
た
ど
き
ま

す
e

入
札
拶
削
細
部
し
込
み
a
H

入
札
期
目
的
節
目
(
呂
田
唱
8

及
ぴ
本
総
目
的
午
後
は
臨
時
〈
ぱ

ま
で
終
孫
子
+
市
役
所
区
画
帥
庶
務

総
で
受
付
け
ま
す
。

品
開
当
吉
会
証
明
で
も
受
付
け
ま

す。

E 

孟ぐご 害事 泊慎 品 自 線 i事 ち覇 特注 i議F時年丹 R

IJ t富
181かん入り内も時{そ舟rr拾の体 左同総司津絵騒が長主主員でt~ 売される

摘に係るJE時i誌が1Stのも町) もの…“そ持味設について 380河

液削減|附ログラム充てゆ銭入りのもの左時榔綿密i喜悦される場所{こ髭 話年1持1華日
(t舟主主免itス的繁識にかかる疋 逮し重己管に接絞きれたもの・ 0・・ H い

it :A 総量が10~p グラム的もの)山そ丹JE味是iこっ t 、てし 30車内

ちり綾
ち9義主であって帥9枚を 1組とした 1235Pl
も丹

古老去を東燃料 ~L て製遣されている 1誌の餓準品目を 4幸運1主義と Lて絞?)u
ものでその後きが55m舟も丹 寄れるも的につき22告F号

持年 2111詰
H レット 古紙を主E軍事ヰとして製議事れている 友時様車事"器を 4綴1紐しとて妓守主

'"ぜ も丹でそ丹髭きが65鱒のもの されるも丹むつ轟 240~l

パルプをと主霊長終主してli!波書れてい 左時標準品詩刺繍1総として蹴i
るもめでぞ町長きがω倒的も時 されるも叫につき240fIl

こ
れ
は
や
耶
が
絡
協
廿
し
て
お
り

ま
す
天
示
会
主
総
俊
一
級
殺
務
事

業
の
運
償
資
金
に
あ
て
る
も
の

で
す
。一

式
ザ
忠
治
土
地
問
胤
冊
間
態
理
一
卒
業

泳
、
背
中
市
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
還

す
る
向
指
鶴
間
、
天
王
台
地
区
を
附
開

発
し
て
い
ま
す
.
滋
在
、
滋
山
町
、

広
場
、
公
弱
者
ど
が
綴
繍
開
き
れ
、

緑
と
太
醐
聞
に
官
邸
ま
れ
た
広
大
舎

新
造
成
地
が
識
調
々
と
慾
撒
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

雌
開
糊
糊
柚
胤
処
分
に
よ
る
土
地
分

繍
情
的
方
法
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

入
札
参
加
減
殺

買
受
精
援
総
一
段
滋
に
つ
い

て
二
十
万
照
的
入
札
珂
再
結
晶
金
と

印
か
ん
を
拙
腕
骨
刊
当
日
ご
持
参
〈

だ
事
れ
ば
繍
人
、
法
人
又
は
京

市
内
外
出
世
隆
替
を
関
わ
ず
ど
な
た

で
も
入
札
に
参
加
で
き
ま
す
a

(
落
札
で
き
な
か
っ
た
時
は
入

札
保
証
金
を
お
市
唱
し
し
事
す
)

務
く
だ
き
い

盟
阿
児
栂
設
と

出
州
議
症
〈
第
一
期
)
接
種
籾

描
吋
燃
は
お
§
始
前
九
時
町
一
応
十
分
か

ら
十
一
絡
ま
で
と
、
午
後
一
時

か
ら
一
一
一
絡
ま
で
で
す
。

胤
時
子
手
側
棋
を
忘
れ
ず
に
ご
植
村

雌
概
略
揖
(
第
一
期
)
抽
制
緩

亨
軸
輯
当
者
没
後
六
カ
凶
作
か
ら

海
一
一
緩
ま
そ
の
紬
問
機
な
来
援

措閣議

亨
降
糊
向
い
ず
れ
的
会
場
も
午

後
二
時
か
ら
こ
誇
ま
で

(
師
陣
縫
捕
時
)

育
児
相
相
談
と
輸
部
一
繊
細
鴨
裁
を

次
的
自
緩
や
、
行
な
い
ま
す
の
で

ご
利
用
〈
だ
き
い

6

榔開出品州制蛸献

灯
椋
・
ち
り
紙
な
ど
の

標
準
個
格
が
決
ま
り
ま
し
た

契
約
の
線
総

指
摘
札
事
れ
た
方
は
、
土
柚
品
売

開
円
相
間
約
を
五
日
以
内
に
締
結
し
、

務
お
弘
樹
醐
績
の
二
割
を
契
約
傑
脇
陣

持註 金 場 該当者

3fl毒自 蕊;縫給総年事
都 青 年 12月生11

a 1!15日 中綜上青年宣言絞殺4gtF192月・生Il

3月18日 腕寝中生薬会話昭和州防具|

3月I宮B ， 昭和4s年12jj生11

3丹206 福 祉 セ ン タ ー 重喜和48年幸丹生れ

3持2Z語 ， 総務総年12月生11

品
眠
時
捕
同
施
摂
者
に
配
っ
た
場
合
は

表
取
す
る
必
饗
は
な
い
。

曹
帳
簿
の
総
融
制

指
定
物
繁
の
ふ
'
溌
裁
を
一
行
う

方
は
‘
一
山
砲
の
綴
簿
を
融
問
え
、

毎
月
米
ま
明
、
に
、
品
部
R

月
中
に
お

け
る
次
内
務
援
金
記
載
す
る
こ

と
を
務
了
L
、
一
年
間
保
管
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
〈
た

だ
し
、
常
時
使
清
す
る
従
縁
関
践

的
数
が
二
名
以
下
で
あ
る
も
の

を
除
〈
)

ωn附
自
制
判
的
校
入
品
棋
轟
臓
・
仕
入

鋭
お
よ
び
校
入
縮
機

同

wu側
悶
削
判
的
販
制
指
数
蚤
・
柑
眠
露
刊

蛸
閉
お
よ
び
続
発
縄
問
格

灯
油
隅
・
液
化
石
油
ガ
ス
竃
ち

り
紙
・
ト
イ
レ
ヮ
ト
ペ
ー
パ
ー

は
、
日
間
民
生
体
楠
丹
、
7
え
で
、
時
鳳

要
な
も
の
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
ら
の
総
務
を
安
定
さ
せ

る
た
め
吋
機
織
踏
抜
」
を
定
め

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
表
に
鋳
げ
た

綴
務
以
上
一
で
売
ら
れ
る
こ
と
は

島
号
ま
せ
ん
。

ま
た
、
業
者
め
方
は
次
的
こ

と
を
、
お
内
す
号
下
き
い
a

甲
畿

mm
灯
油
・
淡
総
務
泌
が
ス
・
ち

草
紙
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ベ

i
パ

!

丹
線
機
品
目
に
つ
い
て
、
定
め

ら
れ
た
様
準
価
格
と
短
絡
箇
綴

昔
、
一
定
的
基
準
に
従
っ
て
‘

一
殺
の
浴
費
者
が
帥
購
入
す
る
憾

に
、
見
や
す
い
場
所
に
務
釈
す

る
こ
と

6

た
だ
し
、
綴
慾
綴
緩
や
緩
売

掘
岡
崎
慨
を
版
発
給
時
国
(
指
定
物
資
)

に
淡
畑
山
す
る
か
、
掴
醐
抽
情
を
表
記

し
た
綴
阪
(
日
回
以
上
)
を

窓辺車線

軍軍!I.絡線日穂署量

積療祭宅重量綴要望

4昔. 3. 1 

保留地艶盟国

染
谷
田
市
後

¥
I
J

今
井
紫
紅
子
九
、
何
時
「

+
百
回
槻
窓
/
'
羽

f

荒
木
義
裁
慾

小
掛
関
紙
竹

幾
野
肉
親
二

・
小
袖
欄
幾
久

後

嗣

無

挙

事

時

間
回
安
窓
山
出

松

村

申

蕃

油
価
に
入
る
落
葉
を
絡
で
寸
く
か
み
る
夫
は
伺
や
ら

ひ

と

り

ご

と

議

ひ

て

飯

向

車

こ

と

子

保
育
所
内
エ
事
織
の
潟
銭
円
い
拍
帯
設
ょ
を

h

抑

制

柑

す

み

し

校

よ

暗

鬼

る

伊

織

い

し

ピ
ル
の
か
げ
の
勤
者
内
部
に
を
ち
H
V
待
つ

臨
明
緩
め
処
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